
令和８年度 第１回 草津市建築審査会

令和 ８ 年 ５ 月 ２５ 日 （月）
市役所 ４階 行政委員会室
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本 日 の 議 事

[ 1．個別同意許可 ]

建築基準法第44条第1項第2号の規定に基づく
許可について （ 個別同意案件 ： 2 件 ）

[ 2．許可事後報告 ]

建築基準法第43条第2項第2号の規定に基づく
許可について （ 事後報告案件 ： 2 件 ）
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１． 許 可 個 別 同 意

建築基準法 第４４条 第１項 第２号 許可
個別同意案件 ： ２ 件
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2 下物町 新築 道路休憩施設
滋賀県知事
三日月　大造
（滋賀県建築課）

1 下物町 新築 道路休憩施設
滋賀県知事
三日月　大造

（南部土木事務所）

No 場所 種別 主要用途 申請者



建 築 基 準 法 抜 粋

[ 建築基準法 第 44 条第 1 項 ]

建築物又は敷地を造成するための擁壁は、道路内に、
又は道路に突き出して建築し、又は築造してはならない。
ただし、次の各号のいずれかに該当する建築物について
は、この限りではない。

第 2 号
公衆便所、巡査派出所その他これらに類する公益上必要
な建築物で特定行政庁が通行上支障がないと認めて建築
審査会の同意を得て許可したもの。
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栗東市

大津市

びわこ

JR
草津駅

JR
南草津駅

申請地
（道の駅草津）

烏丸半島
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個別同意案件①
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申請者氏名 滋賀県知事　三日月　大造

敷地の主要用途 道路休憩施設

申請建物用途 道路休憩施設

申請地 草津市下物町字高砂1473-1

用途地域等
指定なし

建ぺい率70％　容積率200％

工事種別 新築

敷地面積 653.40㎡

建築面積 10.60㎡（建ぺい率　1.63％）

延べ面積 10.60㎡（容積率　　1.63％）

構造 鉄骨造

階数 1階



申請地
道の駅草津
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申請建物

配置図

①

②
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申請建物

配置詳細図

ｱｽﾌｧﾙﾄ
舗装

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ
舗装

緑地
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平面図・求積図

平面図

求積図
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立面図・断面図

Ａ立面図 Ｂ立面図

Ｃ立面図 Ｄ立面図

Ｘ軸断面図 Ｙ軸断面図
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①
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②
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栗東市

大津市

びわこ

JR
草津駅

JR
南草津駅

申請地
（道の駅草津）

烏丸半島
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個別同意案件②
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申請者氏名 滋賀県知事　三日月　大造

敷地の主要用途 道路休憩施設

申請建物用途 道路休憩施設

申請地
草津市下物町1097-1,2,3,4,5、1430、1436-1,2,3、

　　　　　　1437-1,6、1438-2、1472-1,2,3、1473-1

用途地域等
指定なし

建ぺい率70％　容積率200％

工事種別 増築

敷地面積 2248.64㎡

建築面積
677.97㎡［申請部分：567.90㎡］

（建ぺい率　30.15%）

延べ面積
507.93㎡［申請部分：422.91㎡］

（容積率　　22.59％）

構造

（新築便所）鉄筋コンクリート造　一部木造

（身障者用駐車場上屋）木造

（思いやり駐車場上屋）木造

階数 1階



申請地
道の駅草津
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申請建物
（新築便所）

配置図

申請建物
（身障者用駐車場上屋）

申請建物
（思いやり駐車場上屋）

①

②
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配置詳細図

申請建物
（新築便所）

申請建物
（思いやり駐車場上屋）

申請建物
（身障者用駐車場上屋）
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平面図・屋根伏図

平面図 屋根伏図
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立面図・断面図

南側立面図 北側立面図

西側立面図 東側立面図

B-B断面図A-A断面図
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平面図・屋根伏図・立面図

南側立面図

東側立面図東側立面図西側立面図西側立面図

北側立面図

屋根伏図平面図



①
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②
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【公益上必要な建築物である理由】

平常時は、当該施設周辺地域や一般県道近江八幡大津線（さざ

なみ街道）の活性化に寄与するための施設（主に道路利用者の

休憩に資するもの）であり、自然災害発生時は地域防災拠点と

なる重要な位置づけとなることを鑑みまして、公益上必要性の

認められる施設であると考えます。

【道路内に建築することがやむを得ず、また通行上支障がない理由】

『道の駅草津』における県管理区域は、全てが道路区域となり

ます。建築計画地に接する道路部分については、道路区域内で

はあるものの、実質上は一般県道近江八幡大津線および市道下

寺下物湖岸線に通じる車路、歩道及び駐車場区画となっており、

車両・歩行者が安全・円滑に通行できるよう整備されます。ま

た道路内に建築する建物周囲にも充分な歩行空間を確保されて

いることから、今回道路区域内に建築する建築物でありますが、

通行上支障はないものと考えます。
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本 日 の 議 事

[ 1．議案 ]

建築基準法第44条第1項第4号の規定に基づく
許可について （ 個別同意案件 ： 2 件 ）

[ 2．許可事後報告 ]

建築基準法第43条第2項第2号の規定に基づく
許可について （ 事後報告案件 ： 2 件 ）
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１． 許 可 事 後 報 告

建築基準法 第４３条 第２項 第２号 許可
事後報告案件 ： ２ 件
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場所許可日

中嶋　久美子

R7.5.30 西渋川一丁目 廣田　昌洋

R7.2.13 下笠町

No
事後報告
基準

許可番号

2 3号の2 R7-1

1 3号の1 R6-6

改築

増築

種別

一戸建ての住宅

主要用途

一戸建ての住宅（離れ）

申請者



建 築 基 準 法 上 の 道 路 と は

[ 建築基準法 第 42 条 ]

第 1 項 ： 幅員が 4.0m 以上のもので

１．道路法による道路（ 国道・県道・市道等 ）
２．都市計画法等の法律に基づいて築造された道路
３．建築基準法施行時または都市計画区域編入時に
既に存在した道路

４．都市計画道路等で2年以内に事業が執行される
予定のあるものとして指定したもの

５．道路の位置指定をうけたもの

第 2 項 ： 幅員が 4.0m 未満、1.8m 以上のもの

１．既に立ち並びがあり指定したもの
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法 第43条 第2項 第2号 について

[ 建築基準法 第 43 条 ]

第 1 項

建築物の敷地は、道路に2m 以上接しなければならない。

第 2 項

前項の規定は、次の各号のいずれかに該当する建築物に
ついては、適用しない。

第 2 号

その敷地の周囲に広い空地を有する建築物で、特定行政
庁が、交通上、安全上、防火上、および衛生上支障がな
いと認めて。建築審査会の同意を得て許可したもの。
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１． 許 可 事 後 報 告
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4ｍ 未満、1.8ｍ 以上

： 通路中心から２ｍ後退または４ｍ一方後退 （ 木戸道の場合は除く ）

建
築
基
準
法
上
の
道
路

建物

[ 事後報告案件となる用途 ]

事後報告基準 3号 の 2 ： 避難・通行の用に供する通路

農林漁業用施設、１戸建ての住宅・併用住宅
（ 住宅部分が１／２以上 ） の建替え、増築

： 関係権利者の同意が得られたもの

▼道路中心

▲後退ライン

▼後退ライン
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１． 許 可 事 後 報 告

32

※滋賀県建築主事会議決定事項
④木戸道の場合
・増改築に限る。



事後報告基準 3号 の 2 ： 避難・通行の用に供する通路

農林漁業用施設、１戸建ての住宅・併用住宅

（ 住宅部分が１／２以上 ） の増改築
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